
 

国際委員会科学者に関する国際人権対応分科会 

(第 26 期・第１回)議事要旨 

 

 

１．日  時：令和６年３月 22日（金）13:00～15:00 

 

２．場  所：オンライン開催 

 

３．出席者 ：日比谷委員長、山口副委員長、小畑委員、南野委員、伊藤委員 

（事務局）：大沼国際業務担当参事官、国際業務担当室員 

 

４．議  事 

(1)役員の決定について 

  互選により、日比谷委員が委員長に選出された。日比谷委員長が山口委員を

副委員長として指名した。また、事務局より、第 25期国際委員会からの本分

科会の審議事項にかかる申し送り事項について説明した。 

 

(2)本分科会の活動概要 

事務局より、本分科会の審議事項及び前期までの活動内容について説明した。 

 

(3)本分科会の今後の進め方について  

前期の課題を踏まえ、国際人権ネットワーク（IHRN: The International 

Human Rights Network of Academies and Scholarly Societies）＊が日本学

術会議あてに送付しているアクション・アラートへの対応について、事務局か

ら今後の対応方針について提案を行った。これに対し、委員より、審査基準の

更なる精緻化と、個別案件の審議体制の再検討に関する意見が出された。また、

今後は日本における研究者に関わる人権問題等も取り扱うべきとの意見が出

され、提起された諸課題を今後協議することとなった。 

 

*1993年５月に全米科学アカデミー（NAS：National Academy of Sciences）

の主導で設立された国際組織 

 

(4)その他 

事務局より、メール審議の実施及び議事要旨の公開等に関するガイドライン

について説明し、確認された。 

 

以上 


